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Aus der I. Chirurgischen Klinik der Okayama Medizinischen Fakultat

(Direktor: Prof. Dr. G. Izumi).

Uber die Beziehungen zwischen der Wasserstoffionen-Konzentration 

der Galle und der Gallenblasenfunktion.

I. Mitteilung.

Von

Kuichiro Ooba.

Eingegangen am 14. Dezember 1932.

Verf. hat die Ph der Galle in den Gallenwegen vermittels der Mikro-Quinhydron

Methode elektrometrisch gemessen und festzustellen gesucht , welche Beziehungen 
zwischen dem Ph-Wert der Blasengalle und der physiologischen Funktion der Blasen

galle bestehen, weiter auch durch tierexperimentelle Untersuchungen erforschen wollen , 
ob die Blasengalle wirklich ganzlich resorbiert wird oder nicht . Die Ergebnisse seiner 

Untersuchungen fasst der Verf. wie folgt zusammen.
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2 大 庭 九 一 郎

1) Die Hepaticus-Galle des normalen Hundes ist alkalisch, ihre Ph betragt 7.59

-7.95.

2) Die Blasengalle des normalen Hundes ist entweder alkalisch, neutral oder 

schwach sauer, ihre Ph betragt 7.52-6.48.

3) Ein Vergleich der Ph der Blasengalle and der Hepaticus-Galls derselben 

Hundes zeigt, dass die erstere immer den hoheren Wert aufweist. Der Unterschied 

zwischen beiden betragt zwischen 0.31-1.35.

4) Die in die Gallenblase eintretende Hepaticus-Galle zeigt wit dem Verlaufe der 

Stauung in derselben, Neigung dazu, allmahlich saner zu wersen.

5) Bei einfachem Verschluss des Ductus cysticus wird die Blasengalle parallel zu 

der Zeitdauer des Verschlusses saner. Wenn aber gleicbzeitig mit dem Cysticus

Verschluss auch Unterbindung der Gefasse, Lymphgefasse and Nerven vorgenommen 

wird, so wird der Blassengalle erhoht, d. h. sie wird alkalisch.

6) Die Tatsache, dass im normalen Zustande mit der Stauungsdauer die Galle in 

der Gallenblase sauer wird, scheint mir wenigstens zum Teil als Wirkung von deren 

physiologischen Funktionen anzusehen zu sein.
7) Im physiologischen Zustande wird die Blusengalle in der Gallenblase zuruck

gehalten. Nur auf bestimmte Reize hin wird ihr Inbalt in das Duodenum entleert. In 
disem Falle wird die erneut in die Gallenblase eintretende Hepaticus-Galle in der 

Gallenblase festgehalten. Es geht aus meinen Untersuchungen bervor, dass zwar 

gewisse Bestandteile der Blasengalle von der Gallenblasenwand resorbiert werden, von 
volligen Resorption der Blasengalle durch die Gallenblasenwand kann aber nicht die 

sein. Meine Untersuchungen haben demnach also die Beobachtungen von Blond, 

danach die Blasengalle vollig resorbiert warden soll, nicht bestatigt. (Autoreferat).
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第1章　 緒 言

膽道及 ビ膽嚢ノ生理的機能ガPawlow氏 一派ニ依 リ提唱サレシ以來東西諸學者 ニ據 リテ研究

サ レタル此方面ノ業績枚擧 ニ遑 アラズ.而 シテ其 ノ説ク所各軌ヲ一ニセザル モノアリ.例 ヘバ

膽 道 ノ肝 外膽 汁排 出殊 ニ膽 嚢膽 汁 排 出 作 用 ニ對 スル諸 家 ノ説 ノ如 キ即 チ然 リ.從 來膽 嚢 膽 汁 ハ

十 二指 腸 ニ排 出 サ ル ト信 ゼ ラ レタル ニ對 シテRudolf Demel u. Brummel Kamp(1924)及 ビ

Sweet(1924) Halpert(1924)及 ビBlond(1927) .氏等 殊 ニBlondノ 如 キ ハ實 驗 竝 ニ臨 牀 的 ニ

詳 細 ナル 觀察 ヲナ シ膽 嚢 内膽 汁 ノ全 吸 収 説 ヲ主 張 セ リ.

之 等極 端 ナル 論 議 ヲ除 クモ膽 嚢 膽 汁 ガ膽 嚢 壁 ヨ リ一 部 吸 収 サ ルル 事 實 ニ對 シテ ハ 今 日何 等 異

議 ヲ唱 フル モ ノ無 シ.即 チ膽 汁 ハ全 部 十二 指 腸 ニ排 出 サル ル ニ非 ズ シテ一 部 ハ尚 ホ膽 嚢 ヨ リ吸

収 サ レ居 ル ナ リ.而 シテ此 事實 ハ 膽 石形 成 ニ炎 症 ヲ必 要 トス ルNaunyn氏 説 ニ對 シテ ハ勿 論 炎

症 ヲ必 ズ シモ絶 對 的 必 要 ト認 メ ザルAschoff氏 説 ニ對 シテ モ膽 汁 鬱 滯 ヲ膽 石形 成 ノ一 要 件 ト認

ムル 點 ニ對 シ最 モ重 要 ナル 意 義 ヲ有 ス ル モ ノナ リ.

此 膽 汁 ガ膽 嚢 内 ニ於 テ吸 収 作用 行 ハ ル ル ニ從 ヒ 其

ノ濃 度 及 ビ成分 ニ變 轉 ヲ來 ス べ キヤ 炳 カ ナ リ.從 テ

其 ノ水 素「イ オ ン」濃度 ヲ モ同 時 ニ變 轉 ス べ キ ヤ必 セ

リ.此 點 ニ關 シテ ハ 既 ニNeumeiater(1897) Chitten

 u. Albo(1894) Brand(1902) Qungliello(1911) Okada

(1915) Neilson u. Myer(1921) Rous, Mo Master u.

 Dury(1923)加 藤(1927)乘 岡(1927)菱 川(1928)等

ノ諸 氏 ニ依 リ檢 索 サ レ タ リ.共 ノ説 ク所 ニ從 ヘ バ肝

膽 汁 ハ一 般 ニ 「ア ル カ リ」 性 ニ シテ膽 嚢 膽 汁 ハ時 ニ

「ア ル カ リ」性 時 ニ 中 性 時 ニ酸 性 ヲ呈 ス ル コ ト大 體 ニ

於 テ一 致 セ ル モ ノ ノ如 シ.然 レ 共 肝 及 ビ膽 嚢 膽 汁 水

素 「イ オ ン」濃 度 ノ相 違 ニ對 シRous u. Mc Master及

ビHammersten氏 等 ハ 膽 汁 ハ膽 嚢 内 ニテ 濃 縮 サ ル

ニ ヨ ル ト シTschoppハ 膽 汁 分 解 物 質 即 チ 燐 酸 脂 肪

酸 等 ノ産 出 ニ據 ル トシNeilson u. Myerハ 炭 酸 逸 出

及 ビ「ア ンモ ニ ア」ノ混入 ガ 膽 汁 水 素 「イ オ ン」濃 度 ヲ

左 右 ス ト説 ケ リ.

之等 ハ膽汁ノ一部 ヲ以テ扁片的 ニ實驗 セシニ過 ギズ.然 レドモ膽汁ノ性状ニ影響 ヲ及ボスモ

ノ啻ニ膽汁自己ノミナラズ周圍臟器ノ機能亦之ニ重大ナル作用 ヲ及ボスモノノ如 キハ已ニ前言

セシガ如 シ.然 ルニ此點ニ關 シテハ未 ダ確實ナル實驗的闡明ヲ缺ケ リ.故 ニ余ハ膽道膽汁ノ水

素「イオ ン」濃度ヲ測定 シ其ノ濃度 ト膽嚢 トノ關係及 ビ膽嚢 ノ膽汁排出機能 ニ關 スル有様 ヲ明カ

ニシ據 ツテ以テ此方面ニ於ケル膽嚢機能ノ一端ナ リトモ窺知セント企テタリ.
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4 大 庭 九 一 郎

而 シテ今日漸ク之ニ對スル端緒ヲ獲得 セリト信ズルヲ以テ之ヲ爰ニ報告 シ諸賢ノ御叱正ヲ仰

ガントス.

第2章　 實 驗 方 法

I.水 素「イオ ン」濃度測定方法

從來水素「イオ ン」濃度測定方法 トシテ點滴法,比

色法及 ビ電極法 トア リ.

近 時比色 法最 モ屡 々使 用サルモ確實度 ニ於テ ハ電

極 法最 モ優 レタリ.電 極 法ニ諸種 ノ裝 置及 ビ方法 ア

ルモBiilmannノ 賞揚セル「キ ンヒ ドロン」水素「イオ

ン」濃度測定法最 モ簡便 ナルヲ以 テ近 時專 ラ各方面

ニ使用 サル.

Oullen, Glem E.,及 ビBiilmannハ 血清 竝ニ血漿

ニLopexハ 腦脊髓液 ニ板野荒川及 ビ細田氏等ハ酸性

溶液,「ア ルカ リ」性溶液(pH 8.5),牛 乳,果 汁,培

養基及 ビ土壌等 ニ正路氏ハ胃液 ニ伊藤氏ハ犬 ノ肝膽

汁 ヲ「キ ンヒ ドロン」水素「イオ ン」濃度測定 ヲ報告セ

リ.

據 ツテ余ハ板野氏式「キ ンヒ ドロン」水素「イ オ ン」

濃度測定裝置 ガ膽汁 ノPH測定 ニ果 シテ可能 ナルカ否

ヤ ヲ知 ラ トシ牛及 ビ犬 ノ膽汁 ヲ以テ試驗 セ シニ確 實

ニ使用 シ得 ルヲ知 レ リ.

然 レドモ今 ル實驗 ハ同一犬 ノ膽嚢膽汁 ヲ數囘 ニ亙

ツテ採取試驗 スルヲ以テ極少量 ノ膽 汁 シカ用 フル ヲ

得 ヅ且時間的 ニ極 メテ變動 シ易 キ膽 汁ナル故,極 短

時間 ニ之 ヲ測定 シ了ラザル可ラザ ルナ リ.

此 目的 ニハ板野氏裝置 ノママデハ少 シク不便 ナル

ヲ以 テ余 ハ次圖 ノ如 ク被檢液 瓶 ノ連 結 ヲ改變 シ之 ニ

據 リ余 ノ目的 ヲ充分 ニ到達 スルヲ得 タ リ.尚 ホ余 ハ

飽和鹽化加里「カ ロメル」電極 ヲ使 用 ス.

約 二分一縮 小圖

板野氏連結 余ノ使用セシ連 結

余 ノ被檢液瓶 ヲ使用 ス レバ被檢液0.3ccア レバ水

素「イオ ン」濃度測定 ニ充分 ナ リ.

尚 ホ余ハ他 ノ水 素「イ オ ン」濃度 測定 裝置 ト余 ノ使

用 セシ裝置 トヲ以テ同一膽汁 ヲ同 時ニ測定 吟味 セシ
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ニ成 績次 ノ如 シ.

1. Olark氏 水素「イオ ン」濃度測定裝置

π0.7064

0.7084 平 均0.7074 pH 7.92 18C.

2.板 野氏「キ ンヒ ドロン」水素「イ オン」濃度測 定

裝 置

π-0.002

-0.004 平 均-0.003 pH 7.91 18C.

3.余 ノ使用 セシ 「キ ンヒ ドロ ン」微量水素「イ オ

ン」濃度測定裝置

π-0.004

-0.0043 平 均-0.004 pH 7.94 18C.

斯 ク余 ノ使 用セシ「キ ンヒ ドロン」水素「イ オン」濃

度微量測定法ハ確實 第一 ナルClark氏 裝置 ト最モ近

似 セル成績 ヲ示 ス.因 ツテ余 ノ實驗的研究 ニハ此測

定裝置 ヲ以テセ リ.

水素 「イオ ン」濃度ハ常 ニ攝氏18度 ニ於 ケル價 ヲ

以 テ示 ス.

尚 ホ余 ノ本實驗 ノ目的 ヲ充分 ニ到着 スルタ メニ被

檢液瓶及 ビ連結方法 ヲ改變 スルニ際 シ板野博士 ノ懇

切 ナル御指導 ヲ深謝 ス.

II.實 驗材料

動物ハ健康 ナル成育犬 ヲ用 ヒ手 術前晩 ヨ リ空腹 ニ

置 キ3%鹽 酸「モルヒ ンスコボヲ ミン」(鹽酸「モルヒ

ネ」3.0「ス コポラ ミン」0.005水100.0)毎kg0.6cc

ヲ用 ヒテ麻醉開腹 シ膽嚢或 ハ膽道 ヲ露出ス.膽 汁採

集 ニハ完全 ナル消毒 ノ許 ニ清 淨乾 燥消毒セ ル 「ツベ

ルク リン」注射器 ヲ用ヒテ膽道又 ハ膽嚢 ヲ穿 刺 シ吸

引後直 チニ水素「イオ ン」濃度 ヲ測定 ス.

被檢膽汁 ノ接觸 スル器物ハ總テ化學的細菌 的 ニ清

淨セ シハ勿 論 ナ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 健康犬ノ肝膽汁水素「イオン」濃度

肝膽 汁水素「イ オ ン」濃度 ヲ測定 セル文獻 ヲ觀 ルニ

岡田氏ハ犬膽汁 ヲ電位差 ヲ以 テ測定 シpH 7.54乃 至

8.15 Neilson u. Myerハ 家兎肝膽汁比色法 ヲ以テ測

定 ンpH 7.4乃 至7.7 Rous, Mc Master u. Duryハ

犬肝膽汁 ヲ電位差 ヲ以テ測定 セシニpH 7.5乃 至8.5

 Burgsch u. Horeterハ 犬肝膽 汁pH 7.40乃 至8.50ナ

リト報 ズルモ測定方迭 ヲ缺 ケ リ.

菱 川氏ハ家兎肝膽汁 ヲ電位差ヲ以 テ測定 シpH 7.8,

乃至8.1ナ リト記載セ リ.

余ハ正常 ナル犬 ヲ正中上腹 部ニテ開 腹 シ神 經 ヲ避

ケテ先 ヅ膽嚢管 ヲ結紮 シ十二指腸部Vater氏 乳頭 ノ

對腸壁 ニ2cm縦 切開 ヲ加 へ硝子 「カニー レ」ヲ總輸

膽管内 ニ深 ク挿入 シ初 メニ流出スル總輸膽管 内 ニ貯

留 セル暗赤褐色膽汁ハ之 ヲ放棄 シ次 ニ流 田スル黄 金

色肝膽汁 ヲ採取 シ其 ノ1ccヲ 用ヒテ水素 「イ オ ン」

濃度 ヲ測 定セ リ.

實驗成績下表ノ如シ.

第1表

余 ノ成績 ハ盡 ク犬空腹時 ニ於 ケル肝 膽汁ナル ヲ以

テ先人 ノ記載 ヨ リモ稍 々水素「イオ ン」濃度大 ナルヤ

モ知 レザ レド大體 ニ於テ犬肝膽汁水素「イ オン」濃度
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ハ最 大pH 7.95最 小pH 7.59ノ 間 ニア リ.即 チ「アル

カ リ」性 ヲ示ス.色 調黄 金褐色又 ハ暗黄褐色 ヲ呈 シ

稀薄 ナ リ.

色調 ト水素「イオ ン」濃度 トノ關係 ヲ考察 スルニ一

般 ニ黄金 色稀薄 ナル程肝膽汁 ノ水素「イ オ ン」濃度小

ナ リ.

余 ノ成 績 ヲ岡 田(pH 7.54乃 至8.15) Rous, Mc

 Master u. Drury (pH 7.5-8.5) Brugsch u. Horater

 (pH 7.4乃 至8.5)氏 等 ノ犬 ニ於 ケ ル肝 膽 汁 水 素 「イ

オ ン」 濃 度 ト比 較 ス ル ニ 最高 價 ニ於 テ 稍 々少 キ モ 最

低 價 ハ 略 ボ一 致 シ大 體 ニ於 テ 大 差 ナ ク肝 膽 汁 ハ正 常

ニ 於 テハ 「ア ル カ リ」性 ナ ル ヲ知 レ リ.

第2節　 健康犬 ノ膽嚢膽汁水素「イオン」濃度

膽嚢膽 汁 ノ水素「イ オン」濃度 ヲ測定 セル文獻 ヲ觀

ルニ岡田氏ハ犬 ノ膽嚢膽汁水素「イオ ン」濃度 ヲ電 位

差 ヲ以テ測定 シpH 5.33乃 至7.47ヲ 記載 シRous,

 Mc Master u. Druryハ 同 ジクpH 5.18乘 岡氏ハ同

ジクpH 6.27乃 至7.67ヲ 報 告ス.菱 川 氏ハ兎嚢膽 汁

ヲ電位差 ヲ以テ測定 ンpH 6.6乃 至7.4ヲ 記 載報告 セ

リ.余 ハ正常犬空腹時 ノ膽嚢膽 汁水素「イオ ン」濃度

ヲ余 ノ裝 置 ヲ以 テ測定 セ リ.

健 康犬 ヲ前晩 ヨ リ空腹 ニ置 キ翌朝手術 ス.正 中上

腹 部 ヲ開腹 シ血管 ヲ避 ケテ膽嚢底 部ヲ穿刺 シ膽嚢膽

汁 ヲ吸引採集 シ其 ノ水 素「イオ ン」濃度 ヲ測定 セ リ.

其 ノ實驗成績下表 ノ如 シ.

第2表

平常 時 犬 ノ膽 嚢 膽 汁 水 素 「イ オ ン」濃 度 ハ7.52乃

至6.48ヲ 示 シ 時 ニ 「ア ル カ リ」性 時 ニ中 性 時 ニ酸 性

ヲ呈 ス.

色 調 ト水 素 「イ オ ン」濃度 トノ關 係 ヲ觀 察 ス ル ニ黄

金 淡 黄 褐 色ヲ 呈 セ ル モ ノハ水 素「イ オ ン」濃 度 一 般 ニ

小 ニ シテ 暗 黄 褐 或 ハ黒 黄 褐 色 ヲ呈 セル モ ノハ 一 般 ニ

大 ナ リ.

余 ノ成 績 ヲ岡 田(pH 5.33乃 至7.47) Rous, Mc

 Masteru. Drury(pH 5.18)乘 岡(pH 6.27乃 至7.67)等

諸 氏測 定價 ト比 較 スル ニRous, Va Master u. Drnry

ノ成 績 バ 一 般 ニ水 素 「イ オ ン」濃度 大 ナ ル モ他 ノ檢 者

ト余 ノ成 績6.48乃 至7.52ト ハ 大 差 ナ ク近 似 價 ヲ示

セ リ.

此 處 ニ注 意 ス べ キハ 前 記 セ ル肝 膽 汁水 素 「イ オ ン」

濃 度 ハ7.59乃 至7.95ニ シテ 其 ノ開 キハ 僅 ニ0.36ナ

ル ニ反 シ膽 嚢 膽 汁 ニ 於 テ ハ 其 ノ開 キ1.04ニ 及 べ リ.

即 チ其 ノ生 理 的 動 搖 範 圍 廣 大 ナ リ.

第3節　 同 一 健 康 犬 ノ 肝 及 ビ嚢 膽 汁

水 素 「イ オ ン」濃 度

同 一動物 正常 時ニ於 ケル肝及 ビ膽嚢膽汁水 素 「イ

オ ン」 濃度 ヲ同時 ニ測定 セラ レタル文獻 ハ余 ノ渉猟

セ シ文獻 ニ於 テ未 ダ之 ヲ觀 ザ ルナ リ.據 ツテ余ハ同

一犬 ノ肝 竝ニ膽嚢膽汁水素「イ オ ン」濃度 ヲ同時 ニ測

定 シ以テ前節 ニ於 ケル膽嚢膽汁 ノ水素「イ オン」濃度

ノ動搖ガ肝膽汁 ノ ソレト如何 ナル關 係ニ アル モノナ

リヤ ヲ知 ラ ントシ健康犬 ヲ用 ヒ其 ノ正中上腹 ヲ開腹

6
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シ先ヅ血管淋巴管及 ビ神 經等 ヲ避 ケテ膽嚢管 ヲ結紮

シ膽嚢膽汁ハ膽嚢底部 ヨ リ穿刺 セ リ.肝膽汁ハVater

氏乳頭 ヨリ硝子「カニー レ」ヲ總輸膽管内 ニ挿入 シテ

採集 シ同時 ニ採 集セル兩膽汁 ニ就 キ水素「イオ ン」濃

度 ヲ同時 ニ測定 セ リ.其 ノ實驗 成績 下表ノ如 シ.

第3表

此實驗成績 ヲ觀 ルニ同一犬 ニ於テモ肝膽汁 ノ水素

「イオン」濃度ハ「アルカ リ」性 ヲ呈スル ニ係 ラズ膽嚢

膽汁ハ酸 性,中 性或 ハ「アルカ リ」性 ヲ呈 シ兩者必ズ

シモ一致セザルヲ知 ルべシ.

第4節　 膽嚢内膽汁停滯 ト水素「イオ

ン」濃度 トノ時間的關係

余ハ上述セ ル諸實驗 ニ據 リ膽嚢膽汁水素「イオ ン」

濃度ハ個 體 的 動 搖 ノ大 ニシテ其 ノ動 搖 バ一 般的 ニ

モ又個體的 ニモ肝膽汁 ノ水素 「イ オン」濃度 ノ動搖

ト一致 セザルヲ確 メタ リ.而 シテ此事 實 ハ膽嚢 内膽

汁停滯 ト關 係ア ルニアラザルヤ ト思考 シ膽嚢 内膽 汁

停滯 ト水素 「イオ ン」濃度 トノ時間的關 係ヲ檢索 セ

リ.

文獻 ヲ觀 ルニ此方面 ノ業績 實 ニ寥 々 タ リ.

Rous u. Mc Masterハ 膽汁 ノ炭酸「カル シユム」ト

水素「イオ ン」濃度 ヲ測定 シ炭酸「カル シユム」ノ増量

ト水素「イオ ン」濃度 ノ酸性 側移行 トヲ説 キNeilson

 u. Myerハ 膽汁 ヲ空氣 中ニ放置 シ其 ノ水 素「イオ ン」

濃度 ノ時間的 移動 ヲ觀察 シ「アル カ リ」性側 ニ移 動 ヲ

ナス ト結論 セ リ. Teohoppハ 燐酸及 ビ脂肪酸 ガ之ニ

關係 ス ト説 ケルモ未 ダ膽嚢膽汁停滯 ト水素「イ オ ン」

濃度 トノ時間的觀察 ノ詳細 ナル業績 ヲ觀 ザル ナ リ.

據 ツテ余 ハ次 ノ諸項 ニ渉 ツテ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

第1項　 膽嚢管ヲ曠置 シ膽嚢膽汁停滯 ト水素「イオ ン」濃度 トノ時間的關係

實驗方法

膽嚢機能 ヲ可及的生理状態 ニ維持 セ ンガ タメ正中

腹部開腹後膽嚢管 ヲ其 ノ周 圍 ノ血管淋巴管及 ビ神經

ヨリ分離 シ膽嚢管頸 ヲ細 小絹 糸 ヲ以テ結紮 ス.次 ニ

乾燥消毒 セル「ツべルク リン」注射器 ヲ以テ膽嚢底 部

ノ血管 ヲ損傷 セザル様時間的 ニ或 ハ時 日的 ニ膽嚢 膽

汁ヲ穿刺採集 ス.穿 刺孔ハ細小 ナル絹糸 ヲ以テ入念

ニ結紮 ス.

膽嚢 管ニ走 ル血 管ハ手 術時肉眼的 ニ認識 シ得 ルモ

神 經ハ容易 ニ發見 シ得ザ ルヲ以テ之 ヲナシ得 ザル場

合 ニハ膽嚢 管 ヲ總輸膽管 トノ分岐部 ニ近 ク漿膜 下 ニ

結紮 ス.此 部位ハ血管及 ビ脂肪組織比較 的少 ク容易

ニ膽嚢管 ノ ミヲ結紮 シ得 レバナ リ.

尚 ホ膽嚢管 部ニ於 テ脂 肪組織豊 富ナル時ハ漿液膜

下ニ血管縫合用 丸針 ヲ通 シ膽嚢 管 ヲ結紮ス.實 驗成

績下 表 ノ如 シ.

第4表
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膽嚢管結紮後1時 間 ヨ リ數時間 ニ渉 リ長 キハ數 日

十数 日間 ノ觀察 ニ於テ膽嚢 内 ニ膽 汁停 滯スル時ハ該

膽汁 ノ水素「イ オ ン」濃度ハ漸 次大 トナ リ酸性 側ニ移

行 スル ヲ知 レリ.此 移行 ハ短時間ニ於 テハ時間 ノ經

過 ト共 ニ水素「イオ ン」濃度 ハ比較的 可成 ノ移動 ヲ觀

ルモ長時 日(11日 間 ノ觀 察)ノ 場 合ニハ 其 ノ移動幾

分僅少 ナ リ.而 シテ最低pH 5.91以 下ニハ至 ラザル

ガ如 シ.

尚 ホ膽 汁色調 ハ時間 ノ經過 ト共 ニ濃厚粘稠 ニナ リ

11日 後 ニハ 膽嚢 内ニ ハ 僅 少 ノ膽 汁 ヲ 殘 セルノ ミナ

リ.

第2項　 肝膽汁ヲ以 テ膽嚢内膽汁 ト置換 セシ場合

前項 ノ實驗 ニヨ リ膽嚢 内膽 汁ハ停滯 時間長 キニ及

べバ其 ノ水素「イオン」濃度ハ次第ニ酸 性ニ移行 スル

ヲ確 メタ リ.然 ラバ水素「イ オ ン」濃度小 ナル肝膽汁

ガ一度 ビ膽嚢内ニ流入 シ 時間 停滯 セバ略ボ正常 ノ

膽嚢膽汁 ノ有スル水素「イオ ン」濃度 ヲ示 スニ至ルヤ

ヲ知ルハ頗 ル興味 アル問題 ナ リト思惟セ リ.據 ツテ

次 ノ實驗 ヲナセ リ.

實驗方法

開腹後犬 ノ膽嚢 管部 ヲ局部 ノ血管淋 巴管及 ビ神經

等 ヲ障碍セザル様結紮 シテ膽道 トノ交 通ヲ斷 チ他方

總輸 膽内管 ニハ前述セル如 キ法 ニヨ リ「ハ ーター」氏

嘴 ヲ通 ジテ硝子 「カニーレ」 ヲ挿入 シ乾燥滅菌 セル

「エナ」硝 子製試 驗管内 ニ肝 膽汁 ヲ採集 ス.此 肝膽 汁

採集 ニ際 シ可及 的空氣 ノ混入 ヲ防 グ タメ「カニー レ」

ト試驗管 ノ間 ヲ滅菌綿 栓ヲ以 テ固 ク閉ヂ又 日光 ノ影

響 ヲ可及的避 ケ ンガ タメ試驗 管周圍 ヲ黒紙 ヲ以テ覆

ヒ尚 ホ且本實驗中 ハ細菌感染 ナキ様細 心 ノ注意 ヲ施

セルヤ論 ヲ俟 タズ.

新 クシテ肝膽汁7乃 至8ccヲ 採 集 シ先ヅ直 チニ之

ノ水素「イ オ ン」濃度 ヲ測定 シ後豫 メ内容 ヲ殆 ド全部

吸引除去セル同一動物 ノ膽嚢 内ニ注入 シ爾後 時間的

ニ此新膽 嚢膽汁 ヲ採取 シ水素「イ オ ン」濃 度 ヲ測定 セ

リ.十 二指 腸切開創ハ肝膽汁採取 後直チ ニ之 ヲ縫 合

ス.實 驗成績 下表 ノ如 シ.

8
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第5表

即チ「アルカ リ」性 ヲ呈セル犬 ノ肝膽汁 ヲ豫 メ空虚

トセル同一生體 ノ膽嚢内 ニ注入 シ時間的 ニ夫 レノ水

素「イ オン」濃度ヲ檢 セシニ全例 トモ時間經過 ト共 ニ

水素「イ オン」濃度大 トナ リ酸性側 ニ移動スル ヲ知 レ

リ.即 チ24時 間以内 ニ於ケル水素 「イオ ン」濃度 ノ

移動ハ0.9乃 至0.99ニ 及べ リ.

此事實ハ前項 ノ實 驗 ノ成績 ト一致 シ膽嚢膽汁 ハ若

シ其 ノ膽汁ガ膽嚢 内ニ鬱滯 スル時ハ比較 的短時間 内

ニ可成水素 「イ オ ン」濃度 ノ移動 アル ヲ示 スモノナ

リ.

此 事實 ヲ生體 内 ノ現象 ト比較考 察スル ニ今若 シ全

然空虚 ナル正常犬膽嚢 中ニ肝膽 汁流入セ ントセバ 此

膽汁 ガ正常犬 ノ膽嚢膽汁水 素「イオ ン」濃度 ノ最小價

7.52(第2節 参照)ニ 達 スルニハ少 ク トモ3時 間以

上 ヲ要 スルモ ノナ リ.尚 ホ本實 驗例ハ短時間 内 ノ檢

索ナルモ長時 間 ノ檢 索ハ膽 嚢内停滯膽汁即 チ固有 ノ

膽嚢膽汁 ト觀 テ差 支 ヘナキ ヲ以テ長時間 ニ渉 ル觀 察

ハ之 ヲ略セ リ.

第3項　 肝膽汁體外放置ニ據ル肝汁非機 質的變化 ト水素「イオ ン」濃度

肝汁 ガ膽嚢 内 ニ鬱滯 スル時 ハ水素「イオ ン」濃度ハ

漸次酸性側 ニ移 行スルヲ知 リ得 タ リ.然 ラバ謄汁自

體 ヲ試 驗管内ニ放置 スル時ハ夫 レノ水素「イオ ン」濃

度ガ如何様 ニ移動 スルヤ ヲ探 索 シ之 ヲ前項實 驗 ト對

比セバ以 テ膽嚢膽汁 ニ對スル膽嚢 ノ生理的意 義ヲ窺

知 シ得 ント信 ジ次 ノ實驗 ヲ行 ヘ リ.

實驗方法

前項 ニ記載セル ト同檬 ニ シテ肝膽汁 ヲ採集 ス.採

集 セル肝 膽汁 ヲ清 淨乾燥滅菌 セル「エナ」硝子試管 ニ

分注 シMyer氏 等 ト同様「コル ク」栓ニテ密閉37℃ ノ

孵卵器 ノ中ニ入 レ時間的 ニ水素「イ オン」濃度 ヲ測定

ス.實 驗成績6表 ノ如 シ.

上實驗 ノ示 スガ如 ク肝膽汁 ヲ試驗管内 ニ放置スル

時 ハ漸次「アル カ リ」性側 ニ移行 ス.即 チ第1例 ハ6

時間後 ニ0.26第2例 ハ12時 間後 ニ0.21第3例 ハ24

時間後 ニ0.37ノ 移動 ヲ示 セ リ.

第6表

岡
山
醫
科
大
學
法
醫
學
教
室
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Neilson u. Myerノ 家 兎 肝 膽 汁 ヲ以 テ セ ル試 驗 管 内

實 驗 成 績 ヲ觀 ル ニ12時 間 後 「ア ル カ リ」性 側 ニ移 行

シ0.1ノ 水 素 「イ オ ン」濃 度 ノ移 動 ヲ示 セ リ.而 シ テ

Neilson u. Myerノ 此 「ア ル カ リ」性 側 ニ移 行 ス ル ハ

膽 汁 内 ノ炭 酸 逸 出 及 ビAmmoniakノ 吸 着 ノ影 響 ナ

リ トセ リ.

是等 實驗 ヲ通覽 スル ニ水素 「イオ ン」濃度 ノ移動

ハ極 メテ僅少 ナルモ何レモ 「アル カ リ」性側 ニ移行

セ リ.

是 レ膽 嚢 内 ニ於 ケル 膽 汁 鬱 滯 ニ ヨツテ來 ル水素

「イ オ ン」濃度 ノ移動 トハ全然 反對現 象 ヲ呈セ リ.

第4項　 本 節 總 括

膽嚢内膽 汁停 滯時間 ト水素「イオ ン」濃度 トノ關係

ヲ實 驗的 ニ檢索 セ シニ停滯 ガ短 時間 ナル時 ノ膽嚢膽

汁水素「イオ ン」濃度 ノ移 動ハ停滯 ガ長時間 ノ場合 ニ

比 シ移 動 大 ナ ル ヲ示 セ リ.

又空虚 ナル膽嚢 内ニ肝膽汁 ヲ注入 シ以後新膽嚢膽

汁 ヲ時間的 ニ採取 シ水素「イオ ン」濃度 ノ移動如 何ヲ

檢 セ シニ是 レ又時間經過 ト共 ニ酸性 側ニ移行 スルヲ

知 レリ.

而 シテ肝膽汁 ガ膽嚢 内ニ流 入 シ普通 ノ膽嚢膽汁 ニ

等 シキ水素「イオ ン」濃度(嚢 膽汁pH 7.52)ヲ 示 スニ

ハ少 ク トモ3時 間以上 ヲ要 スルヲ知 レ リ.尚 ホ又肝

膽汁 ヲ試 驗管 ニ密閉 シ可及的外 氣 ノ影響 ヲ少 クセ シ

時 ノ膽 汁水素 「イオ ン」濃度 ノ移動 ハ僅 ニ(24時 間

0.37)「 アル カ リ」性側 ニ移行 シ膽嚢 内 ノ現 象 ト全 然

相反 スルヲ觀 ルナ リ.

故ニ膽嚢内 ニ於 ケル停滯膽汁 ノ水素「イオ ン」濃度

ノ變 化ハ膽汁自己 ノ變 化 ヨ リモ膽嚢 ノ機能的影響 ヲ

蒙 リ膽 汁 ニ起 ル二次的變化 ト見做 スべキナ リ.

第5節　 膽嚢 ノ生理的機能機轉曠置ガ膽嚢膽汁ノ

水素「イオン」濃度ニ及ボス影響ニ就 テ

上述 ノ實 驗 ニ於 テ正常犬 ノ肝膽汁ハ個體 及ビ採集

時 ノ異 リタルモ其 ノ水素「イ オ ン」濃度 略ボ同一ナ ル

ニ拘 ラズ膽嚢膽汁 ノ水素「イ オン」濃度ハ著 シキ移動

ヲ呈 セ リ.

而 シテ其 ノ原因ハ膽汁 ガ膽嚢中 ニ停滯ス ル時間ニ

關係 アル ヲ知 レ リ.

又肝膽汁 ヲ試驗管 ニ採取 シ之 ヲ體温 ニ放 置スル時

ハ其 ノ水素 「イオ ン」濃度 ハ次第 ニ小 トナ リ「アルカ

リ」 性側 ニ移行スルヲ知 レ リ,然 レ ドモ此事 實ハ膽

汁 ガ空氣 ニ接觸 シテ ノ實驗ナ リ.

試 驗管 ノ代 リニ膽嚢 ヲ用ヒ膽汁 ト空 氣 トノ接觸 ヲ

遮斷 セル場合 其 ノ水 素「イオ ン」濃 度ガ如 何 ニ變換 ス

ルカ尚ホ未 知 ノ問題 ナ リ.故 ニ余 ハ此 事實ガ單 ニ膽

嚢 中ニ膽汁 ガ停滯 スル ト云 フ機械的 作用ニ據 ルモ ノ

ナ ル カ或 ハ更 ニ 膽嚢 ノ生 理 的 機 能 ニ モ關 係 ス ル モ ノ

ナ ル ヤ否 ヤ ヲ知 ラ ム ガ タ メ次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

膽 嚢 ニ吸 収 作用 ノ存 在 ス ル事 ニ關 シテ ハRous u.

 Mc Master, Tobias, Wertheimer u. Lepage, Billard

 u. Cavallie, Halpert, Aschoff u. Torinoumi , Brand,

 Hammarsten, Schondube, Sweet, Blond, Lepehne

及 ビRosenthal u. Licht本 邦 ニ 於 テ ハ 岩 永,中 島,

辻 及 ビ細 川 諸 氏 ノ實 驗 ア リ.

據 ツテ 余 ハ 之 等 膽 嚢 機 能 ヲ曠 置 ス ル 目的 ニ 於 テ 膽

嚢 管 部 ヲ膽 嚢 管 血 管 膽 嚢 管 部 淋 巴管 及 ビ爰 ニ走 ル神

經 ト共 ニ結 紮 ス ル カ或 ハ先 ヅ肝 牀 ヨ リ膽 嚢 ヲ剥 離 シ

然 ル後 前 同 様 ニ膽 嚢 管 部 ヲ結 紮 ス ル カ ノ2實 驗 ヲ行

ヒ 其 ノ膽 嚢 膽 汁 ニ就 キ水 素 「イ オ ン」 濃 度 ヲ測 定 セ

リ.
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第1項　 膽嚢管部ニ於テ膽嚢管ヲ血管淋巴管及 ビ神經 ト共ニ

結紮 セシ場合膽嚢膽汁ノ水素「イオ シ」濃度

正常犬 ヲ型 ノ如 ク開腹 シ膽嚢膽汁1ccヲ 採集 シ先

ヅ其 ノ水素「イ オン」濃度 ヲ測定 シ次 ニ膽嚢管部 ヲ膽

嚢動脉 及 ビ周圍組織 ト共 ニ結紮 シ腹腔 ヲ閉ヂ所要時

間後 ニ再 ビ開腹 シ膽嚢膽汁 ヲ採集 シ其 ノ水素 「イオ

ン」濃度 ヲ測定 ス.實 驗成績次 ノ如 シ.

第7表

即 チ膽嚢管 ヲ其 ノ主幹 動脉淋 巴管及 ビ神經 ト共 ニ

結紮 シ膽嚢 ヲ曠置セ シ本 實驗 ニ於 テハ膽嚢膽汁 ノ水

素「イ オン」濃度ハ前記第4節 ノ實驗 ニ於 テハ漸次酸

性側ニ移 行スルニ相反 シ「アルカ リ」性 側ニ移 行スル

ヲ知 ル.即 チ膽嚢壁 ノ機能 ヲ曠 置 スル事 ニ據 リ膽 嚢

膽汁水素「イオ ン」濃度ハ時間的 ニ小 トナ レリ.

又本 實驗中膽 嚢膽 汁中 ニMucin様 物質 増量 スル

ヲ知 レリ.

第2項　 膽嚢 ヲ肝牀 ヨリ剥離 シ膽嚢管部 ヲ血管淋巴管及 ビ神經 ト

共ニ結紮 セシ場合ノ膽嚢膽汁水素「イオ ン」濃度

正常犬 ヲ用 ヒ開腹 シテ膽嚢膽汁1ccヲ 採集 シ其 ノ

水素「イオ ン」濃度 ヲ測定 ス.

次 ニ膽嚢 管 ヲ血 管淋 巴管及 ビ神經 ト共 ニ結紮 シ膽

嚢 ヲ肝 牀 ヨリ剥離 シ腹腔 内ニ懸垂 ス.而 シテ一定 時

間後 ニ膽嚢 ヲ剔出 シ其 ノ膽嚢膽 汁 ノ水素「イオ ン」濃

度 ヲ測定 ス.此 場合 血行 ヲ全 然斷絶 スヲ以テ膽嚢壞

死 ニ降 ルヲ免 レズ.由 ツテ本實驗 ハ短時間 ノ檢索 ヲ

行 アニ過 ギズ其 ノ實驗成績 下表 ノ如 シ.

11
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第8表

上記實驗成績 ノ示 スガ如 ク膽嚢 ノ生理的機能 ヲ全

然遮斷セ ル トキハ前項 ト同様 「アル カ リ」性側 ニ移

行 ス.

第3項　 本 節 總 括

第1項 及ビ第2項 實驗 成績 ニ據 リ膽嚢 ノ血 管淋 巴

管及 ビ神經 ヲ曠置 スル時 ハ膽嚢膽汁 ノ水素「イ オ ン」

濃度 ヲ「アルカ リ」性側 ニ傾 カ シムルヲ知 レ リ.

然 レドモ此現象 ヲ以テ直テ ニ膽嚢壁吸収機轉障碍

ガ膽嚢内停滯膽汁 ニ及 ボス變 化 トノ ミ考 慮スル能 ハ

ズ.

血管淋巴管及 ビ神經 ヲ結紮 セ シコ トニ據 リ膽嚢壁

鬱血起 リ膽嚢壁 ヨ リノ分泌液潴溜及 ビ浸 出液 ノ混 入

ヲ考 慮セザル可カ ラズ.尚 ホ本實驗ハ膽汁 ヲ試驗管

内ニ放置 セ シ場合 ノ實 驗成績 ト其 ノ結果 ニ於テ 略ボ

一致 シ タル成績 ヲ示 スモ這 ハ外 氣 ノ影響 ヲ考慮 セザ

ル可 カラズ.

從 ツテ本實驗 ニ於 ケル場合 トハ其 ノ原 因ヲ異 ニス

ベキナ リ.

第6節　 同一個體ニ於 ケル膽嚢膽汁水素「イオン」

濃度ノ時間的移動 ノ觀察

以上余 ノ實驗成績 ヲ考察 スルニ肝膽汁ガ一度 ビ膽

嚢内 ニ入 ルヤ其 ノ水 素「イオ ン」濃度 ニ著 シキ移 動ア

ル ヲ知 レリ.

然 レ ドモ之等ハ膽嚢膽汁 ヲ停滯状態 トナシタル場

合 ノ實 驗ナ リ.

膽嚢 内ニ肝膽汁 ノ流入流出 ヲ生理的自然 ノ状 態 ニ

保 チタル場合膽嚢膽 汁 ノ水素「イオ ン」濃度ガ如 何様

ニ時間的 ニ移動スルヤハ尚 ホ未知 ノ問題 ナ リ.

之 ヲ文獻 ニ觀 ル ニ余 ノ寡聞未 ダ其 ノ實験 アルヲ知

ラズ.由 ツテ余 ハ次 ノ實験 ヲ行 ヘ リ.

實驗方法

正常犬 ヲ正中上腹 ニ於テ開腹 シ先 ヅ膽嚢底部 ヨ リ

膽汁 ノ一 部 ヲ吸引除去 シ膽嚢壁 ノ緊張 ヲ弛 メ膽 嚢底

部血管 ノ走行 ヲ成可 ク避 ケ「バ ツケラ ン」ニテ燒 灼 シ

小孔 ヲ穿 チ長 サ1.5cm内 徑0.17cmノ 「エナ」製硝 子

「カニーレ」ヲ挿 入 シ該「カニー レ」ノ周縁 ニ膽嚢壁 ヲ

巾着縫合 シ之 ヲ固定 ス.硝 子「カ ニー レ」ノ遊離端 ニ

小 護謨管 ヲ接續 シ之 ヲ膽嚢 ニ最 モ近 キ腹 壁 ユ設 ケタ

ル小 孔 ヲ通 ジ腹 腔 内ニ適當 ノ餘裕 ヲ與 へ腹 壁外 ニ出

シテ固定 ス.

膽汁採集方 法ハ所要 時該護 謨管 ノ「ク レンメ」ヲ除

キ初 メノ4-5滴 ハ之 ヲ放棄 シ然 ル後 余 ノ水素「イ オ

ン」濃度 測定 被檢液瓶 中ニ直接0 .3ccヲ 採集 ス.採集

後 ハ直 チニ「ク レンメ」ニテ護 謨管外端部 ヲ閉塞 ス.

12
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本實 驗ハ最初膽 嚢膽汁全部 ヲ吸引除去 シ新 ニ流入

セル膽汁 ニ就キテ ノ場合 ト豫 メ膽嚢膽汁 ヲ吸引 スル

事 ナク其 ノ儘 ノ場合 トノ2様 ニ其 ノ膽汁 ノ水素 「イ

オ ン」濃 度 ヲ時 間的 ニ測定 セ リ.實 驗成績 下表 ノ如

シ.

第9表

今停滯セル嚢膽汁 ヲ全部吸引除去 セ シ場合 ノ膽嚢

膽汁 ノ水素「イオ ン」濃度 ヲ檢 スルニ最初ハ正常肝膽

汁 ト殆 ド同價 ヲ示 セ ド時間 ノ經過 ト共 ニ水素 「イオ

ン」濃度ハ漸次大 トナル ヲ觀 ル.

此現象ハ肝膽汁 ガ膽嚢 内ニ於 テ時間經過 ト共 ニ膽

嚢 ノ生 理 的 機 能 ノ影 響 ヲ蒙 レルヲ暗 示スルモ ノナ

リ.

膽嚢 内膽汁 ヲ其 ノ儘 ニ置 キ時間的 ニ水素「イオ ン」

13
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濃 度 ヲ測定 セシ場合 ニ於テ モ亦 漸 次 酸 性 側 ニ移 行

ス.

實驗第4例 ニ於テ10分 後水素 「イオン」濃度7.72

ニ變動セ シハ手術時膽嚢膽汁 ヲ多 分ニ流 出セ シメ タ

ル タメ新 ニ肝膽汁 ノ流 入セ シ爲 メト思惟 ス.是 レ其

ノ時 ノ膽汁色調稀薄 トナ リシ點 ヨ リスルモ理解 シ得

べシ.而 シテ此例 ト雖モ其 ノ後 ハ時間經過 ト共 ニ水

素「イ オン」濃度ハ酸性側 ニ移行 セ リ.尚 ホ本實驗中

水素 「イオ ン」濃度 ハ常 ニ酸性側 ニ移行 シ一度 モ「ア

ルカ リ」性 ニ移 動スルガ如 キ傾 向ヲ示 サザ リシバ頗

ル興味 アル事實 ナ リ.

且水素「イオ ン」濃度 ハ經過時間 ト共 ニ常 ニ酸性側

ニ移行 スルヲ以テ觀 レバ膽嚢内膽汁ハ常 ニ停滯状態

ニアルヤ明 カナ リ.尚 ホ第4節 ノ膽嚢管結紮 ニ據 レ

ル膽汁停滯實驗 ト比較 スルニ,本 實驗 ニ於 ケル水素

「イ オン」濃度 ノ移動ハ前者 ノ移動 ヨ リ僅 ニ少 ナ シ.

是 レ膽嚢 管 ヲ結 紮セザル ヲ以テ膽汁採集 ニ據 リ膽嚢

内膽汁補充 ノ意 味 ニ於 テ肝膽 汁 ガ時 々膽嚢 内ニ流入

セ シタメナ ラン.

余 ノ實驗 ニ於 テ此處 ニ興味 アル事 實ハ膽嚢 常 ニ其

ノ内容 ヲ交換 シ膽嚢膽汁 ヲ常 ニ十二指腸 ニ流 出セ シ

メ居 ラザ ル事實 ナ リ.若 シ膽嚢膽汁 ガ常 ニ交 換スル

モ ノトセバ上記觀察經過 中水素「イオ ン」濃度 ハ新 タ

ナル肝膽汁 ノ流入 ニヨ リ小 トナ リ週期的 ノ移 動 ヲ示

スべキナ リ.

然 ルニ余 ノ實驗 ニ於 テ斯 カル變動 ヲ見ザ ルナ リ.

故 ニ正常時膽嚢内膽汁 ハ長時間 ニ亙 ルモ膽嚢 内ニ停

滯 シ漸次濃縮 シ用 ニ臨 ミ之 ヲ腸 内ニ排出 スルモ ノト

思惟 ス.

第7節　 膽嚢膽汁 ノ十二指腸内排 出 ト膽嚢膽汁

水素「イオン」濃度 トノ關係

膽嚢 ノ意 義 ニ關 シテ ハ解 剖 的見 地 ヨ リ又 ハ剔 出 動

物 膽 嚢 ノ収 縮 運 動 ノ檢 索 亦 ハ 動物 膽 嚢 内壓 ノ變 化 描

寫 等 ヨ リ或 ハ 更 ニ進 ンデRost(1913) Stepp(1918)

 Klee u. Bluppel(1924) Higgin a. Mann(1926)氏

等 ノ催膽 劑 注 入後 ノ膽 汁流 出 状 態 ノ觀 察 等ニ ヨ リ膽

嚢 膽 汁 ガ 十 二指 腸 内 ニ排 出 サ ル トハ2, 3學 者 ヲ除 キ

テ ハ殆 ド諸 家 ノ信 ズ ル處 ナ リ. Einhorn(1910) Gross

(1910)及 ビLyon(1919)ノ 非觀 血 的十 二指 腸 内 膽

汁 採 集 法Grabam Cole(1924)ノ 膽 嚢 撮 影 法 等 更 ニ

此 説 ヲ如 實 ニ證 明 ス ル モ ノナ リ.

然 ル ニDemel u. Brummelkamp(1924) Sweet

(1924) Halpert(1924)及 ビBlond (1927)氏 等 ハ膽

嚢 全 吸収 説 ヲ主張 セ リ特 ニBlondノ 如 キハ 實 驗 竝 ニ

臨 牀 的 觀 察 ニ基 キ全 吸 収 説 ヲ主 張 シ併 セ テ 膽嚢 膽 汁

或 ハ 膽 嚢 壁 ノ異 状 ア ル 時膽 汁 ノ鬱 滯 又 ハ 排 出 ア リト

説 ケ リ.尚 ホ此 膽嚢 膽 汁 ノ十 二指 腸 内排 出 説 ニ 種 々

ア リ. Wiukelstein(1923) Winkelstein u. Aschner

(1925) Graham u. Kodama(1926)ノ 如 キハ受働的

十二指腸内排出 ヲ説 ケ リ.余 ハBlond氏 等 ノ説 ク如

キ膽嚢膽汁全吸収作用 ノ存在 スルヤ否 ヤ ヲ檢 セ ン ト

シ次 ノ實驗 ヲ行 ヘ リ.

實驗方法

正常犬 ニ「カニーレ」挿入 法 ニ據 レル膽嚢瘻 ヲ設置

シ翌 朝マデ空腹 ヲ保 タシメ該膽嚢瘻 ヨ リ膽汁 ヲ採集

シ直 チニ水素 「イオ ン」濃度 ヲ測 定ス.膽 汁採集後

「カニー レ」ハ一 時之 ヲ閉塞ス.此 膽汁採集後10分

乃至15分 ニ シテ 牛乳1合 卵 黄3箇 ヲ混食 投與 シ30

分後1, 2, 3, 4時 間等時間的 ニ更 ニ膽嚢膽汁 ヲ少量

(0.3乃 至0.4cc)採 集 シ逐次其 ノ水素 「イ オ ン」濃度

ヲ測定 ス.

實 驗成績

實驗第1例　 番號 犬3　 體量7.650 ♀

手術2/V 1930

膽嚢瘻設置 翌 日(3/V)午 前9時 膽汁0.3cc採 集 ス.

14
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色調 暗黄褐色稀薄水素「イオ ン」濃度6.96, 10分 後牛

乳卵黄食 ヲ投與 ス.投與後30分 ニ膽汁 ヲ採集 セ ント

セシモ膽汁出デズ.「 カニー レ」中 ニ輸尿管 「カテ ー

テル」ヲ挿入セ シモ何等管腔 ノ閉塞ナ シ.

投與後1時 間 ニシテ再 ビ採集セ ン トセ シモ是 レ亦

膽 汁出デズ.

2時 間20分 後3度 瘻孔 ヲ開 キ始 メテ膽 汁0.4ccヲ

採集 ス.其 ノ色調黄金色稀簿 ニシテ水素 「イオ ン」濃

度7.55ナ リ.

同 様 ニ シテ3時 間20分 後 膽 汁0.3ccヲ 採 集 ス.黄

金 色 稀 薄 ニ シテ 水 素「イ オ ン」濃 度7.55ヲ 示 ス.

午後2時 普 通 食 ヲ與 へ翌 朝 マ デ放 置 ス.翌 日(4/V)

膽 汁0.3ccヲ 採 集 ス,暗 黄 褐色 ヲ呈 シ稍 々濃 稠 水 素

「イオ ン」濃度7.17ナ リ. 10分 後 牛 乳卵 黄 食 ヲ投 與

ス.後30分1時 間2時 間 瘻 孔 ヲ開 クモ毎 常 膽 汁 出 デ

ズ. 3時 間 後 始 メテ 黄 金 色 稀薄 ナ ル膽 汁 滴 下 ス.滴

下 ス ル速 度 ハ 緩 徐 ナ リ.其 ノ0.4ccヲ 採 集 ス.水 素

「イ オ ン」濃 度 ハ7.87ナ リ.其 ノ後 絶 食 セ シ メ11時

間 後 ニ 膽 汁 ヲ採 集 セ シニ 暗 黄 褐 色 粘 稠 其 ノ水 素 「イ

オ ン」濃 度7.59ニ シテ 滴 下速 度 ハ前 囘 ヨ リ速 ナ リ.

實 驗 第2例　 番 號 犬11　 體 量8.750〓

手 術3/V 1930

膽嚢瘻設置翌 日(4/V)午 前9時10分 膽汁0.3ccヲ

採集 ス.色 調淡黄褐色稀薄 ニシテ水素「イ オン」濃度

7.08ナ リ. 13分 後 牛乳卵黄食 投與 シ後40分1時 間

1時 間30分3時 間後 ニ膽 汁 ヲ 採集セ ントセ シモ 出

デズ. 3時 間30分 後初 メテ徐々 ニ滴下 ス. 0.3ccヲ 採

集 ス.色 調 黄金色稀薄水素「イオン」濃度7.83ナ リ.

實 驗終 了後普通食 ヲ與 へ翌朝 マデ食 事 ヲ與 ヘズ.

翌 日(5/V)午 前9時 空腹膽汁0.4cc採 集色調暗黄金

色稀薄 ニシテ水素 「イ オン」濃度7.24ナ リ. 10分 後

牛 乳卵黄食 投與 シ後30分1時 間2時 間 後 膽 汁 ヲ採

集 セ シニ出デ ズ. 2時 間30分 ニ初 メテ採集 シ得 タ リ.

採集 量0.4cc色 調 黄褐色稀薄水素「イオ ン」濃度7.64

ヲ呈 ス.

直チ ニ鹽酸 「モ ルヒネ」「スコボ ラ ミン」液6ccヲ

皮下注射開腹 膽嚢状態 ヲ精査 セ シニ膽嚢 内 ニ膽汁充

滿 シ何 等縮 小状態 ヲ示 サズ.

實 驗第3例　 番號犬4　 體量10.450〓

手術5/V 1930

膽嚢 瘻設 置翌 日午前7時40分 膽汁0.3ccヲ 採集

ス.色 調黒黄金色稀薄水素 「イ オ ン」濃 度6.89ヲ 示 ス. 

15分 後牛乳卵黄食投與ス. 1時 間後膽汁 ヲ採集 セ ン

トセ シモ出 デズ.直 チ ニ開腹 シ膽嚢 ノ状 態 ヲ精 査セ

シニ膽嚢縮小弛緩 ノ状態 ヲ認 メ膽嚢膽汁僅 ニ7.0cc

存在セ リ.色 調暗黄 金色水素 「イオ ン」濃度6.97ヲ

示 ス.

實驗第4例　 番號犬15　 體量9.820〓

手術7/V 1930

膽嚢瘻設置翌 日(8/V)午 前9時 膽 汁0.3ccヲ 採集

ス,色調暗黄褐色稀薄水素「イオ ン」濃度7.11ヲ 示 ス.

 15分 後 牛乳卵黄食投與 ス.後30分1時 間2時 間2

時間30分 等 ニ膽汁 ヲ採 集セ ントセ シモ流出 セズ.

3時 間ニ シテ初 メテ採集 シ得.採 集 量0.3cc色 調

黄金色 稀薄粘稠水素「イ オ ン」濃度7.78ナ リ.直 チニ

開腹 セ シニ膽嚢ハ充滿緊張 シ注射器 ニテ吸引採 集セ

シニ15ccヲ 得 タ リ.以 上 ノ實驗成績 ラ通 覽 スル ニ

第10表 ノ如 シ.

第10表

15
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本實驗 ニ於 テ食物投與前即 チ空腹時 ノ膽嚢膽汁 ガ

「アルカ リ」性 中性或 ハ酸性 ノ水素「イ オン」濃度 ヲ示

セルハ第2節 健康犬膽嚢膽汁水素「イ オン」濃度 ノ檢

索 ト同様 ノ結果 ヲ得 タリ.然 ルニ食 物攝食 後一定 時

間後 ニハ「アルカ リ」性 ヲ示 ス.殊 ニ注意 スべキハ空

腹 時及 ビ攝食後膽嚢膽汁水素「イ オン」濃度 ニシテ後

者 ノ場合ハ其 ノ濃度非常ニ小 ニ シテ正常肝膽汁水素

「イオ ン」濃度價 ニ近似 セ リ.

前節 ニ於テ膽嚢膽 汁水素「イオ ン」濃度 ノ時間的觀

察 ノ結 果正常(空 腹)時 ニ於 テ膽嚢膽 汁ハ時 間 ノ經過

ト共 ニ酸性側 ニ移 行 スルコ トヲ知 レ リ.然 ルニ本節

ニ於 テ 犬 ニ 牛乳卵黄 食投與後2時 間20分 乃至3時

間30分 ノ時期 ニ於テ急 ニ膽嚢膽汁水素 「イオ ン」濃

度 ニ變換 ヲ來 シ小 トナルヲ觀ルハ正 シク大量 ノ肝膽

汁 ガ膽嚢内 ニ流入セ シヲ示 スモ ノ ト思惟 シテ可 ナ ラ

ン.

然 ラバ此膽嚢 内膽汁 ノ性状變換 ハ膽嚢壁 ニ於 ケル

膽 汁 ノ全 吸収ニ因ルカ或 ハ膽嚢膽汁 ガ十二指腸内 へ

流 出セル結果肝膽汁 ガ新 タニ膽嚢内 ニ流入セ シモ ノ

ナルカハ更 ニ實證 セザ ル可 カラズ ト信ズ.

今空腹時 ノ犬 ニ牛乳 卵黄食 ヲ與 フル時ハ膽嚢瘻 ヨ

リノ膽汁流出一時閉止 シ投與後2時 間半 乃至3時 間

半 ニシテ初 メテ膽汁流 出 シ而モ其 ノ時 ノ膽 汁性状 ニ

ハ著 シキ變動起 レル ヲ知レ リ.由 ツテ余ハ更 ニ次 ノ

實驗 ヲ行 ヘ リ.

實 驗第5例　 番號犬17　 體 量10.27〓

手術8/V 1930

正常犬 ヲ開腹 シ膽嚢 管 ヲ血管,淋 巴管及 ビ神經 ト

ヲ障碍 セズ分離 シテ結紮 ス.

次 ニ膽嚢底 部 ニ「カニー レ」挿入 ニ據 レル膽 嚢瘻 ヲ

設置 ス.手 術8時 間 後犬 ガ充分覺 醒 ンタル後 ニ膽嚢

膽汁0.3ccヲ 採集 ス.其 ノ色暗黄褐 色稀薄 ニシテ水

素 「イオ ン」濃度7.24ナ リ. 10分 後牛 乳卵黄食 投與

ス. 3時 間後膽 汁 ヲ0.3㏄ 採集 ス.其 ノ色調暗黄 褐色

稍々濃厚 ニ シテ水素 「イオ ン」濃度7.12ナ リ.

直 チニ開腹 セ シニ膽嚢壁 ノ弛緩 縮小無 ク膽嚢膽汁

尚ホ15ccヲ 含 有ス.即 チ本實 驗 ニ於 テ攝食後3時

間 ニ シテ開腹 シ膽嚢 ヲ檢 セ シニ何 等見 ルべキ膽汁 ノ

減少 モナク水素「イオ ン」濃度ハ依然酸 性側ニ在 リテ

膽汁ハ炳 カニ膽嚢 内ニ停滯 セル現象 ヲ見 タ リ.仍 テ

余 ハ膽嚢壁 ノ生理的作用 トシテ ノ緩徐 ナル吸 収 作用

ハ之 ヲ第5節 實驗 ト参照 スルモ認 メザ ルヲ得ザ ルモ

其 ノ吸収ガ短時間内 ニ大量 ニ行ハルル ニ非ザ ルヲ知

レリ.

牛乳卵 黄試食後膽嚢膽汁 ノ水素「イ オン」濃度 ハ變

換 スルハ試食 ノ刺戟 ノ爲 メ膽嚢内 ニ滯溜セ シ膽 汁 ガ

十二指腸 内排出サ レシ結果新 ニ肝膽汁ガ膽嚢内 ニ流

入セ シニ據ルモ ノト信ズ.

殊 ニ空腹時膽 汁ガ膽嚢 瘻 ヨリ滴下セシニ拘 ラズ試

食 後ハ滴下セザルニ至 ル.

而 シテ 再 ビ滴 下スル迄 ニ2時 間20分 乃至3時 間

30分 ヲ要 スル事實 及 ビ滴 下 シ初 メシ時期 ニ開 腹 シ

膽嚢 ヲ檢 スル ニ充滿 セル ヲ觀 ルモ滴下セザル時期 ニ

於テハ膽 嚢ハ縮小 シ少 量 ノ内容 ヲ認 ムル ニ過 ギズ.

此現象 ハ上記考 察 ヲ更ニ確證 スルモ ノナ リ.故 ニ

Sweet, Halpert及 ビBlond氏 等 ノ膽嚢全吸 収説 ニハ

余ハ全然賛成 シ得ザ ルナ リ.

第8節　 膽嚢膽汁水素「イオン」濃度 ト血液

水素「イオン」濃度 トノ關係

上記諸實驗 ニ由 リ膽嚢膽汁 ハ膽嚢内 ニ停滯 スル時

間 ノ經過 ト共 ニ其 ノ水素「イオ ン」濃度ハ酸性 側ニ移

行 スル結果 ヲ得 タ リ.共 ノ原因 ニ關 シ種 々ナル動機

アラ ンモ之 ガ血液 ハ水素「イオ ン」濃度 ト如何様 ノ關

係 ニアルカ爰 ニ探究スル ノ必要 ア リト信 ジ次 ノ實驗

ヲ行 ヘ リ.
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實驗方法

血液 ノ水素「イオ ン」濃度測定 ニ「キ ンヒ ドロン」水

素「イオ ン」濃度測定 方法 ヲ以テスルハ非常 ニ難事 ナ

ルハ諸家之 ヲ認 ムル處 ナ リ.然 レ共測定不可能 ニ非

ラザルハCullen, Glenn E., a, Einar Biilman及 ビ

Mislowitzer氏 等 ノ報告 ア リ.

余モ「キ ンヒ ドロン」ヲ使用 シ血漿 ノ水素「イ オン」

濃度測定 ヲ試 ミシモ血漿 ニ「キ ンヒ ドロン」ヲ添加ス

ル量及 ビ添加後 ノ時間的關 係ニ據 リ其 ノ成績不同 ニ

シテ確實 ヲ期 シ難 キニヨ リ正路氏水素「イオ ン」濃度

測定裝置ヲ使用 シ實驗 セ リ.

犬 ノ體 重毎kgニ0.6cc内 外 ノ3%鹽 酸 モル ヒネ

スコボ ラミ ン」溶液 ヲ皮下注射 シ30分 後 手術臺 ニ固

定 ス.上 腹部 ニテ正 中開腹 ヲナ シ膽嚢 管ヲ之 ニ屬 ス

ル血管淋 巴管及 ビ神經等 ヲ障碍 セズ遊離結紮ス.

膽嚢 ヨ リ穿刺 シ先 ヅ膽汁 ヲ採集 シ水素「イオン」濃

度 ヲ測定 ス.同 時 ニ股動脉 ヨ リ血液 ヲ採集 シ(血 液

20cc中 ニ0.3gノ 蓚酸 ヲ加 フ)其 ノ水素「イ オ ン」濃

度 ヲ測定 ス.

次 囘實驗 ニハ無麻醉 ニテ腹 壁縫合 ノ一部 ヲ解 キ膽

嚢膽汁採集 シ同時ニ股動脉 ヨ リ血液 ヲ採集 シ各 ノ水

素 「イ オ ン」濃度 ヲ測定 セ リ.其 ノ實 驗成績下 表 ノ如

シ.

第11表

本 實驗 ノ示 スガ如 ク膽嚢 膽汁停滯 ト共 ニ嚢 膽汁ハ

酸性側 ニ移行 スルモ血液水素「イオ ン」濃度 ニ顧 慮ス

べキ變化 ヲ認 メズ.

故 ニ膽嚢内膽汁停滯セバ其 ノ水素「イオ ン」濃度 ガ

酸 性側ニ移 行スルハ血液水素 「イ オン」濃度 ノ影響 ニ

非ズ シテ少 クトモ一 部ハ膽 嚢 ノ生 理的機能 ニ基 クモ

ノト思惟 ス.

尚ホ此血液水素「イ オ ン」濃度測定 ニ際 シ懇切 ナル

御教示 ヲ辱 フセ シ生沼教授及 ビ林 助教授 ノ御好意 ニ

對 シ深謝 ス.

第4章　 總 括 及 ビ 結 論

余ハ膽道膽汁ノ水素「イオ ン」濃度ヲ測定 シ膽嚢膽汁ノ濃度價變動 ト膽嚢 ノ生理的機能 トノ間

ニ如何ナル關係 アルカヲ窺 ヒ且膽嚢ノ膽汁排出作用 ノ有様ヲ知 ラントシ本實驗 ヲ企圖 セリ
.

膽汁 ノ水素「イオ ン」濃度測定方法 ニハ余 ノ實驗目的ニ適應 セシムベク考案 セル 「キンヒドロ

ン」水素「イオ ン」濃度微量測定方法ヲ以テセリ.

肝及 ビ膽嚢膽汁ノ水素「イオ ン」濃度 ニ就テハ既 ニ諸家ノ報告アルモ余ハ本實驗 ノ標準ニ資 セ

ンがタメ正常時ニ於 ケル犬ノ肝及 ビ嚢膽汁水素「イオ ン」濃度 ヲ測定 セリ
.其 ノ濃度價 ハ空腹時

ノ正常肝膽汁ハpH 7.59乃 至7.95ニ テ「アルカリ」性ヲ呈スルニ反 シ膽嚢膽汁ハpH 7
.52-6.48

ニテ或ハ「アルカ リ」性中性又ハ酸性ヲ呈セリ.是 レ諸家 ノ成績 ト一致スル所 ナ リ.

尚ホ同一個體ニ於テ同時 ニ採集測定 セル肝及 ビ膽嚢膽汁ノ水素「イオ ン」濃度ヲ比較 セシニ膽

嚢膽汁ハ肝膽汁 ヨリ必 ズ常ニ大 ニシテ其 ノ差0.31乃 至1.35ヲ 示 セリ.此事實ハ膽嚢ノ生理的機

能 ニ據 ルカ或 ハ膽汁停滯 ト云フ非機質的作用 ニ據ルニ外 ナラズ.
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由ツテ余ハ其 ノ何 レナルカヲ探求 スベク膽嚢管結紮 ニヨリ膽嚢内ニ停滯セシメタル又ハ上述

ノ如クシテ曠置セシ膽嚢内ノ舊膽汁ヲ新タナル肝膽汁 卜置換 シ嚢内ニ停滯 セシメタル膽汁 ニ就

キ時間的ニ其ノ水素「イオ ン」濃度 ヲ測定 セリ.

對照實驗 トシテハ外部ノ影響ヲ可及的防ギテ試驗管内ニ採集放置セル肝膽汁ニ就キ同ジク時

間的ニ水素「イオ ン」濃度ノ移動ヲ檢索セリ.

其ノ結果ハ單ニ試驗管内ニ於 テハ時間ノ經過 ト共 ニ膽汁ノ水素 「イオ ン」濃度ハ僅 ニ「アルカ

リ」性側ニ移動ス.

然ルニ膽嚢内ニ膽汁停滯スル場合ニハ該膽汁ノ水素「イオ ン」濃度ハ甚敷 ク酸性側ニ移行スル

ヲ知 レリ.

此實驗ハ少ク共膽嚢内停滯ニ據 ル膽汁水素「イオ ン」濃度 ノ移動 ハ單 ニ膽汁停滯 ト云フ非機質

的影響ニ基クニ非ズシテ膽嚢ノ生理的機能ニ由來スルヲ窺知 シ得ベシト信ズ.

然ラバ膽嚢 ノ生理的機能ヲ曠置 セシメ其ノ内ニ停滯セシ膽汁 ル水素「イオ ン」濃度 ガ如何様 ニ

變動スルカバ當然追究スベキ問題ナリ.

由ツテ余 ハ膽嚢ノ主幹血管淋巴管及 ビ神經ヲ膽嚢管 ト共ニ結紮 セシ膽嚢内膽 汁ニ就テ及 ビ上

記操作ニ加フルニ更 ニ膽嚢ヲ肝牀 ヨリ剥離セル場合ノ膽 嚢内膽汁ニ就 キ各ノ水素「イオ ン」濃度

ヲ測定セシニ何 レモ「アルカ リ」性側ニ移行 シ正常膽嚢膽汁ノ停滯セシ場合ノ水素「イオ ン」濃度

ノ移動 卜全然相反スルヲ確メタ リ.

膽嚢ノ膽汁排出作用 ニ關 シ今 日尚ホ種々ナル異説 ヲ唱 フルモノアリ. Blond氏 等 ノ膽嚢全吸

収説ニ多少 ノ認 ムベキ點 アルカ否 カヲ知 ラムガ爲 メ次 ノ實驗 ヲナセリ.

正常ナル犬 ニ可及的生理状態ヲ保 チテ膽嚢瘻 ヲ設置 シ膽嚢管ハ其 ノ儘 トシヲ膽汁ノ出入ヲ自

由ナラシム.斯 クシテ該嚢膽汁ノ水素「イオ ン」濃度 ヲ時間的ニ檢査セシニ漸次酸性側ニノミ移

行 シ膽嚢管ヲ結紮セシ場合 ト同様 ナル成績 ヲ得 タリ.

是 レ明カニ或期間膽汁ハ生理的膽嚢内ニモ停滯スルヲ示 スモノナリ.

然ルニ同様膽嚢瘻 ヲ施置セシ犬ニ牛乳卵黄食ヲ與 フル時ハ,膽 嚢瘻 ヨリノ膽汁流出一時中止

ス.此 時期 ニ開腹 シテ膽嚢ヲ檢 スルニ殆 ド空虚 ナルカ或 ハ僅 ニ内容ヲ殘存 スルニ過 ギズ.

一時中止 セル膽汁排出ハ試食後2-3時 間ニシヲ再 ビ排出スルニ至ル.

此際 ノ膽汁水素「イオ ン」濃度ハ小 トナリ肝膽汁ノ濃度價 ト近似 セルヲ認 ム.

故 ニ此實驗 ニ於テ試食ノ刺戟ニヨリ膽嚢膽汁ハ一時十二指腸ニ排出 サレ次デ新タナル肝膽汁

ガ膽嚢内ニ流入セシモノ ト見做 スベキナ リ.或 ハ是 レ試食ノ刺戟 ニ據 リ膽嚢壁ノ吸収率大 トナ

リ舊膽汁ガ吸収サレシニ由ルニ非ズヤ トノ討議ヲナスモノアラムモ這ハ次ノ實驗 ニヨリ全然否

定 スルヲ得ベシ.

今周圍ノ神經血管等ヲ損傷 スルコ トナク膽嚢管ノミヲ結紮 シ其 ノ犬ニ牛乳卵黄食ヲ與へ1-2

時間後ニ再 ビ膽嚢ヲ檢 スルモ膽嚢ハ少 シモ萎縮 セズ且膽汁減少ヲモ認メザルナ リ.故 ニSweet,

18
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Halpert及 ビBlond氏 等 ノ謄 嚢 膽 汁全 吸 収 説 ニ ハ賛 同 シ能 ハザ ル ナ リ.

結 論

余ハ上記ノ實驗 ヨリ次 ノ結論 テ得タ リ.

1.健 康犬肝膿汁水素「イオン」濃度ハ7.59乃 至7.95ニ シテ必 ズ「アルカリ」性ナ リ.

2.健 康犬 ノ膽 嚢膽汁ノ水素「イオ ン」濃度ハ6.48乃 至7.52ニ シテ「アルカ リ」性中性或 ハ酸

性ヲ呈ス.

3.同 一犬ノ肝膽汁 ト膽嚢汁 トヲ比較スルニ肝膽汁水素 「イオ ン」濃度 ハ膽嚢膽汁ノ水素「イ

オ ン」濃度 ヨリ必 ズ小ナ リ.兩 者ノ差0.31乃 至1.35ヲ 示 ス.

4.肝 膽汁ハ膽嚢内停滯時間ノ經過 ト共 ニ漸次酸性側 ニ移行ス.

5.單 ニ膽嚢管ノ閉塞 サレタル場合ハ嚢膽汁ハ停滯時間 ト共 ニ酸性側ニ移行 シ水素「イオ ン」

濃度大 トナレド膽嚢管ノ閉塞 ト共 ニ膽嚢 ノ主要 血管淋巴管及 ビ神經等 ノ障碍アル トキハ膽嚢膽

汁ノ水素「イオ ン」濃度ハ小 トナリ却ツテ「アルカ リ」性ヲ呈ス.

6.正 常膽嚢内膽汁ノ水素「イオン」濃度ガ膽汁ノ停滯時間 ト共 ニ漸次酸性側 ニ移行スルハ少

ク共一部膽嚢ノ生理的機能ニ基クモノト信 ズ.

7.膽 嚢膽汁ハ常時膽嚢内ニ滯溜 スルヲ常 トスレド何 カノ動機 ニヨリ其 ノ内容 ヲ十二指腸ニ

排出 シ新タナル肝膽汁ヲ更ニ滯溜ス.

無論其ノ間膽嚢壁ハ膽汁成分ノ或物 ニ對 スル吸収 ヲ行 フベ キモ膽汁ノ全吸収ハ認ムル能ハザ

ルナリ.

稿ヲ終ルニ際シ御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜ハリシ恩師泉先生竝ニ御助言ヲ辱フセシ前助教授榊原

博士ニ謹謝ス.
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